
共生のための社会とつながる
日本語活動

北陸大学

横田隆志



１.活動の背景

教室活動での疑問

「日本で日本語を教えているのに海外で教えている時と同じだな」

「日本語の環境があるのに教室で日本語を教える活動？」

→第二言語としての日本語教育

「日本語教育って学習者に日本語を教えることだけなのかな？」

→日本語教育の意義



第二言語としての日本語教育



日本語教育の目的の変化

個人の言語能力の習得やその向上

日本語教育を通じて社会の課題の解決
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日本語教育の意義



日本語教育でつくる社会
（日本語教育政策マスタープラン研究会）

学習者が日本語教育を通じて社会にどのように関わっていくか、そし
てその関わりによって社会がどのように変化することができるかにつ
いて考察する必要がある。

ことばと共生
（日本語教育学会）



２.社会につながる日本語活動

学習者が学習者自身が生活をするコミュニティに積極的に関わり、同
じコミュニィに所属する人々との協働を通じてより良いコミュニティ
を構築する

教室外の参加者と学習者が考える問題を協働で解決しようとする活動



教室活動
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教室
教室外のコ
ミュニティ

学習者

日本社会に提言



従来の活動①

教室
「教室活動」

日本語

学習者

学習者

学習者

学習者

学習者

教師

日本人

日本社会



教室活動

「教室活動に参加する人は増えたけど教師が増えただけかな？」

・教室活動人口になる人を増やす

・教室活動に自由に関われるようにする

関係人口 （地域自立活動）

移住した「定住人口」でもなく、
観光に来た「交流人口」でもな
い、地域や地域の人々と多様に
関わる人々のこと



教室活動

バーチャルな日本社会

「教室活動」
教師

学習者

学習者

他の学習者





従来の教室活動②

「グループ活動ってうまくいかないときがあるなぁ」

「グループで合意形成は必要なのかな？」



教室活動③

１回目 2回目 3回目

同じグループでの活動を通じてテーマを解決

個人がグループ活動を通じてテーマを解決

A

B C

A

D E

A

B E



教室外教室

日本人
外国人



従来の教室活動③

「発表を聞いてるのは学生と教師だけ？」

「社会につながっていないなぁ」

「学生は教師を見てるなぁ」



カフェテリアでの発表
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県立図書館での発表
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３.実践（2022年度秋学期の活動）

学習者

編入留学生15名（中国）：4年生の日本語科目

参加者

石川県内に住む12名

市役所の職員、不動産会社社員、地域住民、大学生、外国人住民

活動の目的

さまざまな人々の交流を通じ、大学や金沢市などがよりよい生活の場にな
るための提言をする。



活動内容

授業の内容(活動方法)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

大学について(グループワーク)
大学についての情報(グループワーク)
大学への提案を考える①(個人・グループワーク)
大学への提案を考える②(個人・グループワーク)
発表①
振り返り(個人・担当教員とのインタビュー)

金沢のイメージについて(グループワーク)
金沢市について知る(グループワーク)
金沢市の情報(グループワーク)
金沢市の問題(グループワーク)
金沢市への提案を考える①(個人・グループワーク)
金沢市への提案を考える②(個人・グループワーク)
金沢市への提案を考える③(個人・グループワーク)
発表②
振り返り②(個人・担当教員とのインタビュー）
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学習者の声 不思議ですね。おかしいとは思
わないけど、新しい視点ですね。
人によって考えは違うんですよ
ね。

教室外の日本社会に入って、
日本人の本当の考え方を了解
し、新しい視座で日本を再認
識することができました。

テストなどの評価では、正解は一つしかない
ため、この授業の意味、つまり社会とつなが
るということに対してはあまり意味がないと
思い、この授業ではやはり自分の考えと他人
の意見とかを聞いて考えていくことは大事だ
と思います。

発表内容によって成績が決まる
のであれば、日本人や先生に注
目しやすい。あるいは発表しや
すいテーマをわざわざ選んで発
表する可能性が高い。このよう
な話は全く言いたくない内容を
言わせるかもしれない。

伝える相手

活動の目的

多様性の発見

社会につながる
意識

図書館や食堂で発表できるのは得難い体験
でした。大学では一般的に教室内で発表さ
れているが、今回は図書館を見学に来た人
に向けての発表だったので体験感覚は違っ
ていて、一生懸命取り組みました。このよ
うな機会がいいです。



教室外の参加者の声

学生の発言に関してはその
発言をする人が生きてきた
背景を知ることもでき、そ
こに価値観の違いがあるこ

とに気がついた。

日本でも自分の生活とかかわりのない
ようなことは気にしないで生活をして
いるが、問題が多いことにも気づいた。
また、日本人同士でのやりとりでの意
見の違いから日本人だからみんな同じ
意見であるとは限らないことについて
気づいた。

自分たち置かれてる状況は
当たり前で、あまり問題と

は感じていなかっ。しかし、
このようなことはよく考え
ると問題であるということ
を感じることができた。

自分の意見をみんなに言うことはあま
りしない。自分は日本では外国人であ
り、だれも自分の意見を聞いてくれな
いと思っていたが、意見を伝えること
の大切さについて気がついた。

外国人への配慮

やさしい日本語の
意識

日本の再発見

多様性の発見

意見を伝えること
の重要さ

外国人との交流では自分の日本語をコ
ンロールしながら分かりやすさを考え
る必要性を感じた。



偶然の参加者

図書館に本を借りに来
たらイベントをしてい
たので参加した。特に
予定もなく、何も考え
ずに会場に入ってみた。
オープンスペースのた
め、参加しやすかった。

普段は外国人と交流す
る機会はないが、外国
人が増えたことには気
づいていた。外国人の
話す日本語のイメージ
とは違い、留学生の日
本語が上手なことに驚

いた。

金沢で生まれ、育ったた
めにいろいろなことが当
たり前であり、問題に気
づくことはなかったが、
学生の発表を聞いて新し
い気づきがあった。その
ため、学生が提案するこ
とも新しい視点からの提
案で非常に興味深く感じ
たし、納得するものも
あった。

話を聞いている間にもっ
といろいろなことを聞い
てみたいと思うように

なった。また、外国人と
も話をしてみたいと思う

ようになった。

留学生の日本語
能力の高さ

日本の再発見

留学生の視点

外国人への興味



活動から分かったこと

・学習者が自分自身のコミュニティに興味を持つようになった。

→市民性、社会に対するオーナーシップ

・伝える相手が変わった。

→オーディエンスの変化に伴う意識の変化

・参加者が活動を通じて新しい気づきを得た。

→共生の意識



他者と共にある社会でことばを使って共に学ぶ活動

共生のための社会とつながる日本語活動
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